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1.5℃を目指す世界 

– 今年（2019年）の位置づけ 
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1.5℃を目指すのであれば、2050年に実質ゼロ 

（出所） IPCC (2018) Global Warming of 1.5 °C (Summary for Policy Makers) IPCC. 

http://ipcc.ch/report/sr15/  

ほぼどの排出経路も、2050年に実質ゼロ。 

IPCC 1.5℃特別報告書 

http://ipcc.ch/report/sr15/
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深刻な「野心（ambition）」のギャップ 

▶ NDCがすべて実行されたとしても、2℃とは約150億トン、1.5℃とは
320億トンのギャップが、2030年時点である。 

▶ IPCC 1.5℃特別報告書でも、現状のNDCでは3℃上昇になってしまうと
指摘されている。 

（出所） UNEP (2018) Emission Gap Report 2018. UNEP.  

https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018  

https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018
https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018
https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018
https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018
https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018
https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018
https://www.unenvironment.org/resources/emissions-gap-report-2018
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パリ協定のこれまでと今後 

2015 

2016 

2017 

2018 

2020 

パリ協定の採択 

パリ協定の発効 

パリ協定の「実施指針（ルールブック）」策定 

パリ協定の実施へ 

ルールブック策定に向けた交渉 
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5年サイクルを通じた自己改善の仕組み 

国別目標1‘ 

国別目標1 

国別目標2 

2015 2020 2025 2030 

国別目標
（NDC）の提出 

2035 
…. 

グローバル・ 
ストックテイク 

2018 
タラノア対話
（促進的対話） 

2019-20 
2030年目標の 

（再）提出・更新 

2023 
グローバル・ 
ストックテイク 

2028 
グローバル・ 
ストックテイク 

2033 
グローバル・ 
ストックテイク 

2024-25 
2035年目標？ 

の提出 

2029-30 
2040年目標？ 

の提出 

2034-35 
2045年目標？ 

の提出 

京都議定書第2約束期間 

カンクン合意自主目標 

カンクン合意／ 
京都議定書 

パリ協定 

世界全体と国別の
2つのレベルで 

強化が検討される 

※アメリカ等を除き、
多くの国は2030年目標
を持っている 

・・・・ 

 「前進性」の原則 
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今年（2019年）の位置づけ 

IPCC 1.5 SR 
UN事務総長サミット 
（UNSG）（NY） 

COP25 
（スペイン） 

2018年10月 2019年9月 12月 2020年2／3月 

NDC再提出 

国別目標（NDC）の強化を事務総長自身が呼びかけ 

“I am calling on all leaders to come 
to New York in September with 
concrete, realistic plans to enhance 
their nationally determined 
contributions by 2020, in line with 
reducing greenhouse gas emissions 
by 45% over the next decade, and 
net zero by 2050.” 

「私は、世界の全ての首脳に対し
て、次の10年間で温室効果ガス排
出量を45％削減し、2050年までに
実質ゼロ（ネット・ゼロ）にする
ことに沿うような形で、国別目標
（NDC）を、具体的かつ現実的に
2020年までに強化する計画をもっ
て、9月にニューヨークに来ること
を呼びかけます。」 

アントニオ・グテーレス国連事務総長（ガーディアン紙への署名入り論評にて） 
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国連気候行動サミットの閉幕プレスリリース 

►各国がとった具体的な行動の
例示として、フランス、ドイ
ツ、イギリス、インド、中国、
EU、パキスタンへの言及が

ある一方で、日本への直
接的な言及はなし。 

► GCFへの資金提供を行った12
カ国の中に含まれるのみ。 
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奮闘する各国 

– それぞれの難しさ 
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We Are Still In の拡大 

►参加団体数は約3800に拡大。 

► 11月4日の政府・パリ協定脱退通告の後にも、個別の団体・企業など
が声明を発表。 
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アメリカでの新しい議論の台頭 

グリーン・ニューディール（GND）決議案 

► 2019年2月7日、米議会上院・下
院に同時に提案された決議案。 

► 2018年の中間選挙以降GNDは、

オカシオ＝コルテス議員を象
徴としたムーブメントの様相を
呈している。 

►共和党およびトランプ大統領は
「非現実的」「社会主義的」と
批判。 

►気候変動問題を超えて、社会の
不平等、雇用の創出および移
行など、社会的な問題の解決に
重点があるのが大きな特徴。 

（出所） 

http://newconsensus.com/green-new-deal/ 

http://newconsensus.com/green-new-deal/
http://newconsensus.com/green-new-deal/
http://newconsensus.com/green-new-deal/
http://newconsensus.com/green-new-deal/
http://newconsensus.com/green-new-deal/
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ドイツの決断 

ドイツ「成長・構造変革・雇用委員会」の提言 

► 2038年までに石炭・褐炭火力発電所を廃
止することを提言。 

►連立政権の協定の中で設立が決まった委
員会で、連邦政府、州政府、議員、研究
者、NGOなどから構成された。 

►報告書は、影響が出る地域への補償金準
備も提言。 

► NGOからは「2038年では遅すぎる」との
批判が出ている。 

►この提言が、どのように実施されるかし
ばらく曖昧であったが、「気候行動計画
2030」に提言を「連邦州との緊密な調整
の下、実施する」との文言が盛り込まれ
た。 

（出所） https://www.bmwi.de/Redaktion/DE/Dossier/regionalpolitik.html 

https://www.bmwi.de/Redaktion/DE/Dossier/regionalpolitik.html
https://www.bmwi.de/Redaktion/DE/Dossier/regionalpolitik.html
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ドイツの「気候パッケージ」 

2030気候 
パッケージ 

気候行動法 
• 2030年目標（90年比-55％）の明記 
• 2020～2030年に関する部門別炭素予算の設定 
• 専門家委員会の設立 

気候行動計画2030 
• 運輸・建築物部門に対するカーボン・プライシング 

（2021年10€／トンから2025年35€／トンへ） 
• 各部門の対策への補助制度 

► 9月20日に、連立政権が気候
パッケージの骨格を発表。 

► 10月9日、詳細について合
意。 

► 11月15日に、日本でいえば衆

議院に相当する連邦議会
（Bundestag）が採択。今
後は、参議院に相当する連邦
参議院（Bundesrat）での議
論に付される。 
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ドイツの温室効果ガス排出量と削減目標 
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（出所） BMU (2019) Climate Action in Figures. 
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中国は？ 
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中国のCO2排出量 

▶ 9月の国連気候サミットでは、王毅国務委員兼外交部長が、「特定の締
約国の脱退によって国際社会の意志が揺るぐことはない」と演説。 

▶「2030年までにピーク」「原単位を2005年比で60～65％改善」という
両方のNDC目標とも、達成が可能な範囲にいる。 

▶ 2020年は、中国にとっては、第14次5か年計画（2021～2025
年）を出すタイミングでもある。 
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中国のCO2原単位 

（出所） 統計データはいずれもIEA.。 
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日本に求められること 
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日本に求められること 

再提出するNDCの中で、 
野心の強化を打ち出すこと 
– 温室効果ガス削減目標の深堀り 

– 再生可能エネルギー目標の強化 

脱石炭の方向性を打ち出していくこと 
– 国内および海外の公的支援の双方において 

 “イノベーション”の具体化 



これからもご支援をどうそよろしくお願い申し上げます 

http://www.wwf.or.jp/join/ 
http://shop.wwf.or.jp  

http://www.wwf.or.jp/join/
http://shop.wwf.or.jp

